第一回多文化間こころの支援協議会　議事録

・日程：2007年9月17日（月）　午後　13:30 ～ 16:30

　場所：明治学院大学白金キャンパス本館92番会議室　　

〒108-8636東京都港区白金台1-2-3
・当日手渡し資料：スケジュール表

１．自己紹介　

・ CLAIR　（5000名のJETメンバー；カウンセリングシステムコミッティ）
· TELL　 Clinical psychologist
·      　　Telephone counseling

· 東京弁護士会　関先生　（外国人法律相談委員、武蔵野市国際交流委員会、杉並区シンガー、難民支援委員会の理事）
· 井上先生　留学支援

· 田中ネリ；倉林；田中先生

· IMHPJ（3名）

· AMDA

· 難民事業本部

2．今後の活動について

１）阿部先生から今回の会議の目的
・　委員会目的：情報交換、協働について、日本社会へアピール

· 1、2回の会合を目的

· 今回：主だった機関を紹介；今後についての協議

２）フロアより

・Jim：integrating psychiatric system(smooth process);クライシスの場合は（留学生）

　←（秋山先生）措置入院が最悪の場合の案（費用かからず；強制送還）
　　二人の精神科医が診断

　←(井上先生)留学生の緊急事例についてガイドラインJAFSA Japanese Association of foreign students

 ・ CLAIR精神科関連の入院の問題；PAから電話が本部へ入る（手元の病院リストが古い）；start to give accurate information（PAのための医療情報リスト）←この協議会と連携して
　←AMDA（７ヶ国語の情報提供；東京都のひまわりの情報リスト）

· 情報更新は？正確さは？　←ひまわりの情報は医師会から東京都へ自己申告として←事前に問い合わせをして、質問者へ返答している
· 精神科医の情報は　都内に限られている

· 留学生のメンタルヘルスの費用
←自立支援は日本の保険があれば可能

3) 具体的な活動とそれぞれの 課題　←団体同士のつながりや情報交換の動きを見ていくことを
① CLAIR：田舎（東京、神戸、福岡、札幌以外）からの相談；沖縄のPAの活動（self help）がきっかけでメンタルヘルスの問題が減少していった；←emergencyとして押し付けの状態　←リスト（正確なものは無い）
➁　TELL　
(1) outreach programs(community service: child protection, workshop and presentation , international school, hospital networking –create relations for inpatient service, workshop program), counseling service, 2006 2000hours counseling for individual, couple, family ,screening assessment of child needs, need to reach the other community(for refugee)

（2） 電話相談　1973年　無料匿名　70％カウンセリング（うつ病、不安、relations）　２５％情報（全国の情報 医療、法律）Web 情報を提供（誰でも情報提供可能；利用者もフィードバック）←医療、法律、日常生活に関するもの　←アイデア：医師がweb情報の中で参加して、継続して情報提供←各地域で代表が情報をチェックして責任者として
3 弁護士会

· 法律相談：３つの東京弁護士会（1万人以上）←外国人の法律相談も可能（月～金：外国人対象、費用は収入によってスケール制）通訳は英語、中国語；NGOと共同で、「東京外国人支援ネットワーク」30団体が所属、都内で持ち回りで法律相談（無料、通訳６から20言語で通訳ボランティア、行政書士、会計書士、税理士、精神科医や臨床心理士）←総合的な悩み事相談の対応
· 難民支援協会：難民支援に関する法律相談、生活相談

· ←地方との格差（地方の弁護士　僅か）外国人対応が限られている（インターネットなどの活用を今後計画）←地方の行政書士の活動との連携は？行政書士や司法書士が地方にいるので、「気軽に相談を」法的な規制あり、今後弁護士増加の傾向　

←地方にパブリックオフィスを作り、若手を派遣の方向性（外国人問題の対応は？）

· 東京外国語大学　多言語多文化研究？

行政境界を乗り越えて、相談サービスのあり方の試み

4 田中ネリ氏

· スペイン語　地方のカウンセリングの限界；有料で電話相談

(月一回)前橋、協会のミサ後にカウンセリング
5 IMHPJ
・10年前に発足　40名　費用（スライディングスケール）
・カウンセリングの質（修士取得、250時間のSV）（場所、言語、出身国）日本人のカウンセラー（外国でトレーニング、バイリンガル）
· 月一回の会議（一般の人たちも参加可能）、毎年カンファレンス(4月)次回は東京　（英語での開催）・年3回　トレーニング（参加可能）
· Web情報でカウンセリング情報提供
· 離婚についての法律が課題

6 AMDA国際医療センター　　9時から5時（平日）
· 医療機関情報提供

· 電話相談：7ヶ国語の対応（都　60名、日本語一級）、言語対応可能な医療情報提供

　　　　　　　健康保険の説明（補填や無料での診療は無いという）
　　←リファー先を必ず確認（電話入れ）複数機関を紹介
　　タイ語常駐（HIVの問題）
ひまわり（都民のために）：9時から8時（休日なし）、海外からも相談あり
　都医師会からの情報をコンピューターで確認

←同じ場所でサービス

⑦ RHQ（政府からの委託業務）
· インドシナ難民　日本定住で精神疾患、ある一定数あり、なかなか治療効果が見えない

· 治療：生活保護、自立支援を使って；相談員や通訳を付けて
· 申請中：生活が困窮している場合はケースによって
⑧　ゆいクリニック　昨年3月開業（外国人対象を積極的に支援）

· スペイン語、英語（野田先生）、司法関係（辻先生）、田中ネリ（スペイン語、英語）田中先生（スペイン語）土曜日；スペイン語　月曜日：タガログ語

· 初診800名、その4分の一が外国人（ブラジル・ペルー人が120名程度　ぷらす　英語圏、難民関係）

⑨　エイズ予防財団（Japanese Foundation for AIDS Prevention）
・　電話相談　無料、匿名　月5000件ぐらい　→　TELL　AMDAもリファー時の重要なリソース
・　通訳支援（研修）　通訳時、その後のクライエントのメンタルヘルスの整備
・HIV予防の情報提供　パンフレット　６ヶ国語　NGOと共同で　英語、スペイン語
　ポルトガル語　タイ語　中国語、韓国語

3.　今後の共同作業・事業に向けて（ブレーンストーミング的に）
1）活動
①リンク張り

　②リスト　

　・精神科医　資質、労働量（緊急時対応は可能）←パーソナルベース；
・JAIPO（若い精神科医） 
←各グループの情報（TELL）　＋　専門団体の情報　（リファーOKの専門家）

2）シンポジウム　市民公開講座　3月22日（土）午前中　武蔵野大学

・対象：学会員、一般市民（外国人に関心 ）、国際交流協会、NPO、留学生・学生

・広報：武蔵野市；学会ホームページ
· 活動団体の紹介；市民や社会へのメッセージ、協力呼びかけ
←今後、アイデアを求める（全般的な内容でよいか；具体的なテーマを取り上げるか）
· イベント的な要素も入れ込んで　

・小村氏

　外国人難民の存在を分かって欲しい
· TELL

コミュニティに機関の働きを知ってもらう；メッセージを出していく

· 田中ネリ氏

子ども第二世代；学校と子ども、外国人支援の学校

· 関先生

個人的興味として法律アプローチで；実際はそれだけで問題を解決できない、協働しての取り組みたい　

・CLAIR　事例（医師の対応不満、訴えるという動き；法律相談で訴えることの別の方法）
　　医師が外国人の考え方を知っておいたほうが良い
· 行政（診療報酬）　例えば、外国人診療について、保険点数の改良は？
3）New Business（将来の動き）
・Professional Appeal：Police departmentへ一つの要望書を、この委員会で作成し、JSTPが承認し、それを提出（精神医療へ繋ぐために）←阿部先生：ハードな救急とソフトの救急の区別、ソフトの救急をどうサポートしていくか　←警察の関与：文化的な背景と関係するのでは。（インドシナ難民の反応：警察を避ける）
4.　今後の予定

・協議会
　年一回で開催、情報交換の場として

　年2回：プロジェクトについて話し合えるのでは。○
←　年2回　シンポジウムの前にも入れて
←　運営（参加メンバーリストつくり）、運営委員の設置？

· 2月中旬から3月はじめ　今後の計画

· PR

· 内容、切り口＜企画＞　＜運営＞　

←　平日（月）　2月18日、25日、3月3日、10日　午後6時半から2時間
・次回の場所の候補：CLAIR、他の場所（青山オフィス）？
